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祝土庄町合併60周年
記念イベント

合併60周年によせて
土庄町長　三枝　邦彦

　本年度は、土庄町が合併してから60周年を迎える
記念の年になります。
　これまでの歩みを顧みますと、昭和30年4月に豊島
村、四海村、北浦村、大鐸村、淵崎村、土庄町が合併し、
昭和32年7月に大部村が合併して今日の土庄町が生
まれました。
　当時のわが国は、戦後の混乱期から経済成長期へ
と歩み始めたころでありました。あれから60年とい
う長い年月を経て、記念すべき節目の年を迎えられ
ましたことは、町民の皆さま方をはじめ町政発展の
ためご尽力いただきました関係各位の皆さまのご支
援ならびにご協力の賜であると深く敬意を表す所存
でございます。
　さて、現在の町の状況をみますと、人口減少、少子
高齢化の波は避けて通れない状況ではありますが、
次の10年に向けて土庄町は豊かな自然のふるさとを
守り、地域の活力を生み出していく取り組みを続け、
次世代の子どもたちに明るい未来を残していかなけ
ればなりません。
　まずは、60周年記念事業をこうした取り組みへの
一つの契機とすべく、記念式典および記念イベント
を予定しております。ぜひ町民の多くの皆さまにご
参加いただき、ともに祝福し、喜びを分かち合いたい
と思います。特に50周年記念に引き続き太鼓まつり
を行うこととしており、常には出会うことのない太
鼓台が10年ぶりに一堂に会することになります。地
域の誇りを胸に太鼓台をかきあげる勇姿を町民皆さ
まの胸に焼き付けていただきたいと思います。
　また、わが郷土には、自然、歴史、文化や芸術などの
地域資源が眠っております。その地域資源を活かし
た新たな魅力を創出する施策に取り組むとともに、
移住・交流人口の促進につながる施策を推進してま
いります。町民の皆さまが希望を持ち、住んでよく、
訪れてよかったと思えるまちづくり、誇りの持てる
まちづくりを目指してまいります。
　結びに皆さま方のご健勝、ご多幸を祈念申し上げ
ますとともに、土庄町の更なる発展のために引き続
き、ご支援ご協力いただきますようお願い申し上げ
ます。

合併60周年に想う
土庄町議会議長　濵中　幸三

　昭和30年国勢調査の土庄町人口（大部を含む）は
26,802人、土庄地区の人口は7,414人、大部地区の人口
は3,147人、豊島地区の人口は3,250人、平成22年の国
勢調査では土庄町人口は15,123人、土庄地区の人口は
5,106人、大部地区の人口は1,229人、豊島地区の人口
は1,018人。
　そして平成27年7月1日には土庄町の人口は13,919
人、豊島地区の人口は866人にまで減少しておりま
す。60年間に土庄町の人口は半分、豊島地区の人口は
三分の一になってしまいました。
　この人口の急激な減少に対処するため、私たちは
小学校の統合、病院の統合、高校の統合を進め、消防・
老人ホーム・ゴミの焼却などを小豆島町とともに広
域行政で運営し、島の生き残りを図っております。
　また各地域では高齢化が進む中で、住民が主体と
なり、苦労をしながら、共同作業、夏祭り、秋祭り、農
村歌舞伎などを実施し、地域で暮らす喜びと地域の
きずなを感じながら、こころ豊かな生活をしており
ます。
　今土庄町は、人口の減少を抑えて子どもたちの喚
声が響く町にするために、観光産業の振興を柱とし
て施策を進めております。瀬戸内海国立公園の真ん
中で暮らす私たちは、緑あふれる山や、美しい紅葉
や、内海に浮かぶ島や、島影に沈む夕日や、本当に美
味しい魚などに囲まれております。
　私たちは、先ず子どもたちに、季節によって変化す
る海の色や、山の色や、魚の味を大きな声で伝え、島
のいろいろな自慢話をきかせ、次に都市の人にも同
じ話をし、都市の人とも協力して人口の維持、集落の
存続を図らなければならないと思います。島の人の
熱意がつながり協同が大切だと思います。

「と」「の」の二文字を合体させて図案化し
たもので、住民の融和団結を太い円で表現
し、さらに産業・文化など町のたくましい飛躍的発展を
飛鳥の姿で表現したものです。
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町　章

小豆島の山々は、春の訪れとともにミツバツツジや山ツ
ツジが咲きこぼれ、山肌を赤紫色に染めるほど多く自生
しています。しかも、生命力が強く、明るく健康的な植物
で、郷土を代表する美しい花です。

町花　ツツジ

瀬戸内海沿岸地域に密生する独特の樹種で、町内にも多
く自生し、「バベ」の愛称で庭木、生垣など広く植栽され
ています。樹齢も長く、繁殖力はすぐれ、明日に向かって
伸びる町の発展を象徴しています。

　土庄町合併 60 周年記念行事のメインイベント
として、各地区の太鼓台が土庄町総合会館（フレ
トピアホール）からオリーブ通りをパレードし、
富丘八幡神社馬場で“かきくらべ”の競演を行い
ます。
◆と　き／
　10月4日㈰
　９時30分～
　14時 30分頃
◆ところ／
　土庄町総合会館
　（フレトピアホール）
　～富丘八幡神社馬場
【問い合わせ先】
　町役場総務課
　　☎62-7000

町木　バべ （学名：ウバメガシ）

昭和38年1月1日制定

「赤い太陽」「緑の風と大地」「蒼い海」を要
素として、「土庄」の「土」の音、つまり町名
の核の音となる「との」をデザイン化したもので、明るく
爽やかなイメージを強調しています。

町のシンボルマーク

太鼓まつり
　町政への功労者、土庄町の友好都市、県内関係
者などをお招きして、記念式典を開催します。
◆と　き／10月10日㈯　９時～11時頃
◆ところ／中央公民館
　※招待者のみの参加のため、一般の方の参加はありません。
【問い合わせ先】町役場総務課　☎62-7000

土庄町合併60周年記念式典

　ＮＨＫ全国放送公開番組「ラジオ深夜便のつど
い」の公開録音を行います。ゲストの講演会と「ラ
ジオ深夜便」でおなじみのアンカーや素敵な講師
をお迎えして、直接リスナーの皆さまとふれあう
イベントです。
◆と　き／12月５日㈯　時間未定
◆ところ／中央公民館
　※参加申込については広報とのしょう 10 月号でお知らせ
　　します。（直接、NHKへのお申し込みになります。）

【問い合わせ先】町教育委員会事務局生涯学習課
　　　　　　　　 ☎62-7013

NHKラジオ番組「ラジオ深夜便のつどい」

昭和60年3月20日制定

昭和60年3月20日制定

祝　土庄町合併60周年
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月
ま
で
の
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
第
1
体
育
館
や
第
2
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
生
徒
寮
な
ど
の
施

設
を
順
次
発
注
し
、
平
成
29
年
4
月
に
開
校
す
る
予
定
で
す
。

　第28回巨木を語ろう全国フォー
ラムが小豆島で開催されます。小
豆島は水資源が少なく大きな樹木
が育ちにくい環境にありますが、
その中で先人たちが大切に守り育
んできた巨木から自然保護への取
り組みを学び、さらに小豆島・瀬
戸内海の魅力を感じていただこう
とするものです。フォーラムは「巨

木を育む～島の自然と人と～」をテーマに、町内から
は宝生院のシンパクの保存や美島緑の森少年団による
活動報告も行います。
　フォーラムに参加をご希望の方は、広報とのしょう
９月号折込チラシからの申し込み、または町役場商工
観光課までお問い合わせください。
▶と　き／10月31日㈯　13時～16時
▶ところ／サン・オリーブ（小豆島オリーブ公園内）
▶内　容／巨木に関する基調講演
　　　　　（講師：香川大学名誉教授　増田 拓朗 氏）
▶参加料／無料
▶申込期限／10月9日㈮まで
▶主　催／巨木を語ろう 全国フォーラム香川・小豆島
　　　　　大会実行委員会
▶問い合わせ先／町役場商工観光課　☎62-7004

　第28回巨木を語ろう全国フォーラム香川・小
豆島大会の開催に伴い、全国巨樹・巨木林の会と
日本樹木医会香川県支部が国指定特別天然記念物

「宝生院のシンパク」の樹木調査を実施しました。
　調査は、枝葉の様子や幹の腐朽度の確認などを
行うもので、今回は特別にツリークライミングに
よる高所部の枝葉の状態を確認したほか、ドロー
ンを使った調査も行われました。今回の調査結果
を基に報告書を作成し、「宝生院のシンパク」が
末永く保存できるよう考えていく予定です。

小
豆
地
域
統
合
高
校
校
舎
棟
の

建
築
工
事
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

巨木を語ろう全国フォーラム香川・小豆島大会
「巨木を育む～島の自然と人と～」

国指定特別天然記念物「宝生院のシンパク」
の樹木調査が行われました
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平成27年度就学時健康診断のお知らせ
～新小学1年生（平成28年度）の健康診断～

平成27年度
土庄町成人式を開催します

　平成27年度「土庄町成人式」の
開催日は次のとおりです。
◆開 催 日／平成28年1月10日㈰
◆開催場所／中央公民館
　 　 　 　 　《 対象新成人 》
　平成7年4月2日から平成8年4月1日生まれの方
で、次のいずれかに該当する方
　①土庄町に在住する方
　②土庄町内で中学校を卒業した方
　③上記以外の方で町長が認めた方
　※対象となる新成人には、11月ごろに案内状（往
　　復はがき）を送付します。

【問い合わせ先】
　土庄町教育委員会事務局生涯学習課
　　☎62-7013

　平成28年4月に小学校に入学される子どもの心
身の健康状態を把握し、必要に応じて治療を勧め
るなど、入学準備の一環として健康診断を行います。
◆と　き／10月7日㈬　13時から受付
◆ところ／中央公民館
◆対象者／平成21年4月2日～
　　　　　平成22年4月1日生まれの子ども
　　　　　※対象者には、別途ご案内します。
◆健診内容／内科健診・視力検査
　　　　　　聴力検査・結果相談
◆持ち物／就学時健康診断申出書

【問い合わせ先】
　土庄町教育委員会事務局教育総務課
　　☎62-7012

生涯学習課からのお知らせ 教育総務課からのお知らせ

ーバンナイマ

平成27年10月5日 マイナンバー制度スタート
今年10月以降、あなたの「マイナンバー」を住民票の住所地にお知らせします※

DV、ストーカー行為等、児童虐待等の被害者で住所地以外の居所に
移動されている方

やむを得ない理由により住民票の住所地で受け取ることが出来ない方※は

居所情報登録申請書を9月25日㈮までに住民票の
ある住所地の市区町村に持参または郵送してください。

東日本大震災による被災者で住所地以外の居所に避難されている方

一人暮らしで、長期間、医療機関・施設に入院・入所されている方

申請が認められた方は、登録された居所にあなたの「マイナンバー」をお知らせします。

※住民票の住所地にご自身のマイナンバーが記載された「通知カード」が送付されます。

マイナちゃん

Point
※申請が必要な方

登録は
お早めに

申請書は、お近くの市区町村、総務省ホームページなどで入手またはダウンロードいただけます。
（http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/）

【問い合わせ先】コールセンター[全国共通ナビダイヤル] 9:30～17:30
（土日祝日・年末年始を除く）

もしくは、住民票のある市区町村　町役場住民環境課　☎62-7003
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地域おこし協力隊員第１号を委嘱しました！
　土庄町の人口は最盛期と比べ半減しているとともに、少子高齢化
の影響により次代を担う人材が不足してきており、地域力の維持・
強化を今まで以上に図る必要があります。
　そこで、総務省の支援制度を活用して新たな人材を登用し、地域
の新たな魅力を発見・発信するとともに、各種団体などと連携しな
がら観光振興を図り、交流人口の増加につなげていくため、稲子恵
さんに「地域おこし協力隊」の隊員を委嘱しました。

　稲子さんは、海外生活を約5年間
にわたり経験されているほか、調理
師免許を取得するなど『食』に高い
関心をお持ちで、小豆島や豊島を訪
れた際に、食材の豊かさに触れたの
を機に地域おこし協力隊に応募さ
れました。
　現在は、瀬戸内国際芸術祭2016
における『食プロジェクト』の一環

である『瀬戸内 食のフラム塾』の受講生として瀬戸内
の食材や食文化を学んでいます。
　今後は、豊島を中心に地元のイベントなどを通して、
地域おこし協力隊としての活動を皆さまに知っていただ
くとともに、来年3月から開催される瀬戸内国際芸術祭
2016に向けて、『食』や『観光』をテーマとしたプロジェ
クトを立ち上げる予定です。

総
務
課
　
課
長
　
中
井
　
俊
博

「
今
後
の
10
年
先
を
見
据
え
て
」

　

当
課
は
、
役
場
全
体
の
庶
務
的

業
務
を
は
じ
め
選
挙
、
防
災
、
予

算
編
成
の
ほ
か
、
自
治
連
合
会
と

の
連
絡
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
特
に
自
治
会
の
皆
さ
ま

に
は
町
政
全
般
に
わ
た
り
ご
意
見
、

ご
指
導
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
東
日
本
大
震
災

や
豪
雨
に
よ
る
広
島
県
の
土
砂
災

害
な
ど
人
命
に
関
わ
る
大
規
模
な

自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
本
町
で

も
多
く
の
人
的
被
害
が
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
住
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
ハ
ー
ド
面
お
よ

び
ソ
フ
ト
面
の
防
災
対
策
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
被
災
時
に
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
い
か
に
継
続
さ
せ
る
の
か
、

全
国
の
自
治
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
財
政
面
で
す
が
、
新
土
庄

小
学
校
が
本
年
完
成
し
ま
し
た
が
、

消
防
庁
舎
、
統
合
病
院
は
建
設
中

で
あ
り
、
今
後
、
廃
棄
物
処
理
施

設
の
整
備
や
幼
稚
園
、
役
場
庁
舎

の
耐
震
化
な
ど
大
型
事
業
が
控
え

て
お
り
ま
す
。
事
業
見
直
し
や
更

な
る
経
費
削
減
を
行
い
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
国
の
調
査
の
中

で
最
も
重
要
な
国
勢
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
10
月
1
日
現
在
を
基
準

日
と
し
て
調
査
し
ま
す
が
、
今
回

か
ら
調
査
員
の
訪
問
調
査
・
回
答

に
加
え
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
も
調
査
・
回
答
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

本
年
は
合
併
60
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
す
。
10
年
前
の
盛
大
な

太
鼓
ま
つ
り
が
今
回
も
よ
み
が
え

り
ま
す
。
10
月
4
日
は
、
町
を
挙

げ
て
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
10
日
に
は

記
念
式
典
を
挙
行
し
、
町
政
の
功

労
者
に
対
し
ま
し
て
感
謝
状
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
合
併
60
周
年
は
町
政

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
同
時
に
10

年
先
を
見
据
え
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
本
町
は
、
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
将

来
に
わ
た
っ
て
町
が
繁
栄
し
て
い

く
た
め
に
は
財
政
面
の
緊
縮
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
職
員
も
危
機
意

識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
い
。
こ
ち
ら
土
庄
町
役
場

　
　
　
　
　
　
○
○
課
で
す
。

　人口減少や高齢化などの進行が著しい地方
において、地域外の人材を積極的に受け入れ、
地域協力活動を行い、その定住・定着を図る
ことで、「都会を離れて地方で生活したい」「地
域社会に貢献したい」「人とのつながりを大切
にして生きていきたい」といった意欲ある都
市住民のニーズに応えながら、地域力の維持・
強化を図っていくことを目的とした総務省の
支援制度です。

地域おこし協力隊とは

【問い合わせ先】
　町役場商工観光課
　　☎62-7004

稲
い な

子
こ

　恵
めぐみ

（埼玉県出身）
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あなたの回答が、日本の未来をつくります。

スマート国勢調査！
日本の今を知り、よりよい未来をつくるため、国勢調査への回答をよろしくお願いします。

　浄化槽法では、浄化槽管理
者は毎年1回、知事が指定し
た指定検査機関である公益社
団法人香川県浄化槽協会によ
る「水質に関する検査」を受
けなければならないことになっています。法定検査
は、保守点検や清掃を実施していても受けなければ
なりません。
　法定検査は、公共用水域の水環境の保全に重要な
役割を担っています。検査の内容・趣旨をご理解い
ただき、受検されるようお願いします。検査料は、
10人槽までが4,900円です。

【問い合わせ先】
　（公社）香川県浄化槽協会　　☎087-881-6600
　小豆総合事務所環境森林課　☎62-2731
　町役場住民環境課  　　　　 ☎62-7010

　結核は、今でも全国で年間約2万人の方が新たに
発病し、亡くなる方も2千人を越えています。小豆
保健所管内でも平成26年には17人の方が新たに
結核と診断されました。
　結核とは、結核菌という細菌が体の中に入ること
によって起こる病気です。自分自身の健康を守るこ
とはもちろんのこと、家族や友人などへの感染を防
ぐためにも、早期発見・早期治療が重要です。1年
に1回健診（胸部エックス線撮影）を受け、結核の
早期発見に努めましょう。65歳以上の方は、結核
検診を年1回受診する義務がありますので、町で実
施される検診を受けましょう。
　また、「咳が続く」「微熱が続く」「食欲がない」「体
がだるい」などの症状がある方は、早めに医療機関
を受診しましょう。

【問い合わせ先】
　小豆保健所保健福祉課　☎62-1373

受けてください！
浄化槽の法定検査

9月24日〜30日は
結核予防週間です

結核って
「昔の病気」？

いいえ違います！

何のために調査するの？
国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにし、
国や都道府県、市区町村の行政の基礎資料として活
用されるほか、学術・教育機関、企業など幅広い分
野で利用され、私たちの暮らしに役立てられます。

インターネット回答をスタートします！
今回の調査では、先にインターネットでの回答を受
け付け、インターネットで回答されなかった世帯に
は紙の調査票を配布して調査を行います。9月10日
から、調査員がインターネット回答のための書類を
お配りしますので、インターネットからの回答をお
願します。

個人情報は厳格に保護されます。
国勢調査では、「統計法」によって厳格な個人情報
保護が定められており、国勢調査に従事する者には
守秘義務が課せられています。

すべての人・世帯が対象です。
国勢調査は、10月1日現在、日本国内に住んでいる
すべての人・世帯が対象です。生まれたばかりの赤
ちゃんはもちろん、3か月以上日本に住んでいる（住
むことになっている）外国人も調査対象となります。

実はみんなの義務です。
国勢調査は、「統計法」という法律に基づき実施し
ます。「統計法」では、正確な統計を作成するために、
調査票項目に回答する義務（報告義務）が定められ
ています。

調査結果は、みんなのもの。
速報結果は、平成28年2月に公表する予定です。そ
のほか、年齢別人口や世帯の状況などの詳しい統計
データを、平成28年10月までに公表する予定です。
皆さまの生活や事業、将来の計画などにお役立てく
ださい。

国勢調査については「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。
http://kokusei2015.stat.go.jp/

総務省・香川県・土庄町
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　夏休みも終わり、両高校とも９月5日㈯・6日㈰開催の文化祭準
備が急ピッチに進められています。

統合を見据えた部活動を紹介します

　現1年生の運動部員は、統合高校の3年生として平成29年6月の
県高校総体に出場します。しかし、総体までの2か月間だけでチー
ム作りをすることは困難です。そこで、統合後を見据え、いろい
ろな部活動で合同練習を行っています。写真は、両校のサッカー
部が合同チームをつくってオリビアンで練習したときのものです。
2年後にはこの中の1年生が、統合高校サッカー部の中心となり、
県総体で活躍してくれることでしょう。

こんなところでも協力しています

　去る平成26年11月、統合高校建設予定地に生育していたデン
ジソウ（香川県絶滅危惧Ⅰ類指定）を両校の生徒たちが採取し、
両高校で栽培しています。夏を迎えて緑美しい四つ葉がたくさん
伸びてきました。いつか統合高校の敷地内で、たくさんのデンジ
ソウが見られる日を夢見ています。

お問い合わせ先

　統合高校に関するご意見やご質問はこちらのアドレスまでお願
いします。
　syodoh02@kagawa-edu.jp
　　土庄高校・小豆島高校　担当 主幹教諭：塩田　☎82-2131

　
「
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ま
で
元
気

だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
気
が
付
く
と
呼
吸

が
止
ま
っ
て
い
て
、
原
因
不
明
の
ま
ま
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
病
気
で
す
。

　

呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付

い
た
と
き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
？

　

救
急
車
を
呼
ぶ
、
正
解
で
す
。
た
だ
、

救
急
車
を
待
っ
て
い
る
間
に
何
を
し
て
あ

げ
ら
れ
る
か
が
、
命
を
左
右
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
呼
吸
が
お
か
し
い
、
反

応
が
な
い
と
い
う
と
き
は
、
大
き
な
声

で
呼
び
か
け
、
反
応
を
み
ま
し
ょ
う
。
強

く
ゆ
す
り
す
ぎ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
反
応
が
な
い
と
き
は
、
応
援
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。
救
急
車
を
呼
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
外
出
先
で
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
除
細
動
器
）

の
設
置
が
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
れ
ば
、

と
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、「
一

次
救
命
処
置
」
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
子
さ
ん
を
安
全
な
場
所
に
ま
っ
す
ぐ

仰
向
け
に
寝
か
せ
ま
す
。
あ
ご
の
先
を
持

ち
上
げ
て
、
頭
を
後
ろ
に
そ
ら
せ
る
こ
と

で
「
気
道
確
保
」
が
で
き
ま
す
。
息
が
し

や
す
く
な
る
の
で
、
こ
の
姿
勢
で
呼
吸
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
胸
や
お
腹
が
上
下
に

動
い
て
い
る
か
で
確
認
し
ま
す
。
呼
吸
し

て
い
る
と
判
断
で
き
た
場
合
に
は
、
体
を

横
向
き
に
し
て
救
急
車
を
待
ち
ま
す
。
そ

の
間
も
、
誰
か
が
そ
ば
で
呼
吸
の
状
態
を

観
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

呼
吸
し
て
い
る
と
確
認
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
胸
骨
圧
迫
（
い
わ
ゆ
る
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼
吸
に
よ
る
心
肺

蘇
生
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
両
方
の
手
の

ひ
ら
を
下
に
向
け
て
重
ね
、
手
の
ひ
ら
の

根
元
を
胸
の
真
ん
中
に
当
て
、
肘
を
伸
ば

し
て
、
真
上
か
ら
ま
っ
す
ぐ
胸
骨
を
押
し

ま
す
。
胸
の
厚
さ
の
１
／
３
以
上
沈
む
く

ら
い
で
、
少
な
く
と
も
1
分
間
に
１
０
０

回
以
上
の
速
い
ペ
ー
ス
で
圧
迫
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
人
工
呼
吸
は
、「
気
道
確

保
」
し
た
状
態
で
相
手
の
鼻
を
つ
ま
み
、

口
を
大
き
く
開
け
て
相
手
の
口
を
全
部
お

お
い
、
1
秒
間
息
を
吹
き
込
み
ま
す
。
そ

の
時
、
目
は
胸
が
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
ま
す
。
1
回
吹
き
込
ん
だ
ら

い
っ
た
ん
口
を
は
な
し
、
も
う
1
回
吹
き

込
み
ま
す
。
人
工
呼
吸
が
で
き
る
場
合
に

は
、
胸
骨
圧
迫
30
回
と
人
工
呼
吸
2
回
を

く
り
か
え
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
い
た
ら
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
従
う
だ
け
な
の
で
、
簡
単
に
使
用
で

き
ま
す
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
、
胸

骨
圧
迫
を
し
て
い
た
か
ど
う
か
で
命
が
救

え
る
か
ど
う
か
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
一

次
救
命
処
置
は
、
消
防
機
関
な
ど
の
講
習

会
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
学
習
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
昨
日
元
気
だ
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
健
康

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
や
家
族
の

い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
、

何
ら
か
の
形
で

知
っ
て
お
く
こ

と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

統合高校情報室

〈
子
ど
も
の
異
常
に
気
が
付
い
た
と
き 

～
9
月
9
日
は
救
急
の
日
～
〉

【
子
ど
も
の
健
康
相
談
室
】
内
海
病
院
小
児
科
山
本
真
由
美
先
生

▲両校サッカー部の合同練習

▲デンジソウ
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やすらぎプラザ ☎62−1234

地域包括支援センターだより

保健センターだより

やすらぎプラザ ガイド

9月30日㈬　9:30～11:00
マルシマ印刷㈱、丸島産業㈱

献血場所としてご協力いただける事業所を募集し
ています。就業中に1時間に10人程度が目安です。

※高松市丸亀町の献血ルームでは、成分献血や
200ml 献血を毎日受け付けています。

かがわマンモグラフィーサンデーの実施のご案内 ～受けよう！乳がん検診～
　働き盛りの世代に対する受診しやすい環境
づくりを推進するため、乳がん月間である
10月の日曜日などに協力医療機関が乳がん
検診を実施します。
　日頃多忙で平日の受診が難しい方は、この
機会にぜひ受診しましょう。

「生活支援ボランティア養成講座」のご案内

あなたが届ける命のバトン
～愛の献血　ご協力をお願いします～ 毎月19日は

「かがわ食育の日」
朝ごはんを食
べましょう！
野菜を食べま
しょう！

※検診車での集団検診です。

【 検 診 日 程 表 】

▶対象者／町内にお住まいの40歳以上の女性
　　　　　（昨年度と今年度に町の乳がん検診を受
　　　　　けた方は受けられません）
▶料　金／40 歳 代：2,100円　
　　　　　50歳以上：1,500円
▶申込方法／（公財）香川県総合健診協会にお電
　　　　　　　話でお申し込みください。（先着順）
▶申込期間／9月7日㈪～18日㈮
　※申込者には問診票を送付します。当日、忘れ
　　ずにお持ちください。無料クーポン券対象者
　　はクーポン券を忘れずにお持ちください。

　生活支援ボランティアとは、日常のちょっとした
困りごとのお手伝いを“できるときに・できること
を・できる人が”行う身近な地域のボランティアに
よる支援活動です。
　団塊の世代が75歳以上となる2025年に向け、
誰もが住み慣れたまちで安心して生活ができるため
に、公的サービスだけでなく、ボランティアなどさ
まざまなインフォーマルサービスの拡大が期待され
ています。
　土庄町でも、一人暮らしの高齢者や高齢者のみの
世帯が増えていくことが予想されており、サロンや

▶申込先／（公財）香川県総合健診協会
　　　　　　☎087-881-6309
　　　　　　受付時間：平日9時～17時
▶検査結果／別途土庄町より通知します。
　※検査結果については、精密検査が必要とされ
　　るケースがあります。早期発見のため、必ず
　　精密検査を受けましょう。
▶問い合わせ先／
　香川県健康福祉総務課 　☎087-832-3261
　町役場健康増進課       　☎62-1234

見守りなどの活動に加え、生活支援活動の必要性が
高まっています。
　そこで、土庄町では今年度初めて生活支援ボラン
ティア養成講座を開催します。「とりあえず、受講
してみようかな」という方も大歓
迎ですので、皆さまお誘い合わせ
の上、お気軽にお申し込みくださ
い。日程や内容などにつきまして
は、今月号の広報折り込みをご覧
ください。

実施日 検　診　場　所 実施時間 定員

10月3日㈯ イマージュセンター
（小豆島町農村環境改善センター）

9:30～11:30 30
13:00～14:00 30

10月25日㈰
香川県総合運動公園

（ピンクリボンいくしまウオーク
　　　　　＆フェスにおいて実施）

11:30～13:30 30
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　今年の小豆島まつりでは、初めて『仮装コンテスト』が開催
され、5組の参加者がそれぞれ趣向を凝らしたパフォーマンス
で観客を楽しませていました。

【 表　彰 】
　土庄町長賞　　　　赤穂屋立信社
　土庄町商工会長賞　モンキー・バード

　土庄町婦人会によるチャリティーバ
ザーでは、おにぎりの販売などが行わ
れました。当日の売上は、すべて日本
赤十字社を通じて募金されます。皆さ
まのご協力ありがとうございました。

仮装コンテスト開催！ 土庄町婦人会（日赤奉仕団）
による募金活動

わだい Topics

　毎年夏恒例の小豆島まつり。今年は晴天に恵まれ、うだ
るような暑さの中で盛大に開催されました。
　まずは役場前特設ステージ。丹生兼宏実行委員会長によ
る開会宣言、三枝邦彦振興会長による開会挨拶の後、土庄
中学校ブラスバンド部と土庄高等学校吹奏楽部によるミニ
コンサートが行われました。今年は両校の生徒による合同
演奏も行われ、迫力のある演奏が披露されました。また、
同会場では土庄町商工会青年部による流しそうめん無料接
待も行われ、来場者の皆さんは夏の風物詩“そうめん”に
舌鼓を打っていました。
　次は町道要鉄線前特設会場。商工会女性部による仮装コ
ンテストや各地区青年団による屋台村、また土庄町合併60
周年にちなんだ楽しいイベントなどが催されました。
　総おどりでは、町内の幼稚園・幼児園の園児と保護者に
よる楽しいおどりをはじめ、おどり連11連、約800名によ
るおどりで盛り上がりました。
　小豆島まつりのフィナーレには、約1,000発の花火が盛
大に打ち上げられました。今年も花火のご協賛および募金
にご協力いただき、ありがとうございました。

（募金総額87,528円）

8/9　土庄町合併60周年記念　小豆島まつり
“暑さも吹き飛ぶ　えいしゃしゃげ”

　高松ファイブアローズのふれあいバスケット教室＆公開練習
がフレトピアホールで行われ、34名の子どもたちが参加しました。
　当日は、ドリブルや１対１の基礎練習、子どもチーム対プロ
選手でミニゲームを行ったほか、バスケット教室の最後には、
色紙やシューズケースなど思い思いの場所に選手全員からサイ
ンをもらうなど、プロ選手から直接バスケットの楽しさを教え
てもらいました。
　午後からの公開練習は、プロ選手が
苦しい顔を見せるような厳しい練習で、
５対５のゲーム形式の際は、試合さな
がらの気持ちのこもったプレーを見せ
ていました。

  次世代を担う子どもたちの豊かな読書環境づく
りのためにと、小豆島ライオンズクラブから中央
図書館に、児童図書購入のための図書費の寄贈が
ありました。同クラブには、昭和47年から継続し
て寄贈していただいており、今年で44回目。昨年
度までに2,152冊を購入させていただいています。
　中央図書館ではライオンズ文庫（黄色のラベル）
として、児童図書コーナー
などに設置しています。
　より一層の児童図書の充
実に役立たせていただきま
す。

8/16　高松ファイブアローズ ふれあいバスケット教室＆公開練習 7/28　小豆島ライオンズクラブが図書費を寄贈

Town  Topics

町役場企画課　☎62−7014
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　美しい港の里づくり推進協議会が主催する「土庄港
今昔物語」が大木戸自治会館で開催され、土庄港をは
じめ、島内各所の江戸時代から昭和・戦後の貴重な資
料約300点が展示されました。
　このイベントは、地域の魅力を再発見してもらおう
と、お盆の帰省時期に合わせて行われ、訪れた方は当
時の旅客船や塩田風景、観光ポスターを見ながら「こ
の船覚えてるわ」「そうそう、昔はこんな感じだったね」
と当時を懐かしんでいました。

　香川県全域に住む女子中学生を対象とした軟式野球
クラブチーム「香川オリーブガールズ JHC」に所属す
る小豆島在住の3選手、濱本和那さん（土庄中2年）、新
川礼栄さん（小豆島中3年）、明田未穂さん（小豆島中3
年）が四国予選を突破し、東京都で行われた「第13回
全日本女子軟式野球学生選手権大会（中高生の部）」に
出場しました。
　大会では、1回戦で野田レ
ディース（大阪府）に1-3で
惜しくも敗れはしましたが、
初の全国大会で日頃の練習の
成果を存分に発揮しました。

　今年６月、世界的な旅行ガイド本「ミシュラン・グリー
ンガイド・ジャポン（改定第４版）」に新しい項目として「瀬
戸内海の島々」が追加され、豊島が掲載されました。グリー
ンガイドは、外国人観光客にとって魅力的な観光地やイベ
ントを紹介しており、今回新しく豊島美術館が二つ星（寄
り道する価値がある）スポット、豊島横尾館が一つ星（興
味深い）スポットとして評価されました。瀬戸内海でも豊
島は観光地として人気の高いス
ポットですが、今回の評価を受
けて、来年３月に開幕する瀬戸
内国際芸術祭ではより一層の外
国人誘致が期待されます。

　淵崎村里づくり推進協議会が主催する「第7回淵崎お
んばたルミナリエ」が、渕崎おんばた会館前の渕崎港
で開催されました。
　ギネスブックに認定されている世界一狭い「土渕海
峡」のおんばたには、「ケーキ屋さんになりたい」「プロ
野球選手になりたい」「家族と仲良く」など、町内の小
学生が描いたさまざまな夢灯ろうが約880個並べられ、
訪れた多くの方を楽しませていました。

　現在、新病院「小豆島中央病院」
の開院に向けた準備が進められ
ている中、地域住民が医療を大
切にする取り組みを継続的に広
げていくことが求められている
ことから、「住民自らが地域医療
を支える一員であるとの認識の
もとに、医療機関と住民が相互
に信頼できる関係を築き、医療を大切にする地域づく
りを進めよう」と、島内各種団体で構成される「小豆
島の地域医療を守り育てる島民会議」が設立されました。

　自由律俳句に大きな足跡を残した俳人『尾崎放哉』
が南郷庵に入庵した8月20日を記念して、座談会「私
の好きな放哉句」が小豆島尾崎放哉記念館で開催され
ました。
　パネリストと参加者約20名が一緒に放哉の句につい
て、各々の思いを語り、意見を交わし合いました。最
後に参加者から「放哉の句を
読む会を開催して欲しい」「書
簡も面白い」などと今後の活
動に期待する声もいただきま
した。

8/15　土庄港今昔物語

小豆島から女子軟式野球3選手が全国大会へ

ミシュラン旅行ガイドに豊島が紹介されました

8/23　第7回淵崎おんばたルミナリエ

8/26「小豆島の地域医療を守り育てる
　　　　島民会議」が設立されました

8/20　尾崎放哉入庵記念行事

Town  Topics

Town  Topics

■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。

まちTown の
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午前 9 時〜午後 6 時

毎週月曜日、8日㈫～11日㈮、
22日㈫、23日㈬、30日㈬

（水曜日は午後 7 時まで）
休 館 日

開館時間
☎62−0273 書　　　　　名 著　 者

○おりがみ教室
　9月12日㈯　10時「月うさぎ」　
○科学体験教室
　9月13日㈰　13時30分
○英語教室
　9月16日㈬　10月7日㈬　10時 「人間喜劇」
○みんなであそぼっ !!
　9月19日㈯　10時 「ポロロン　ウクレレ」
○雅楽コンサート
　9月19日㈯　19時 
　　演奏者「小豆島雅楽会」
○映画会
　9月20日㈰　14時「あまちゃん（前編）」
○読書会
　9月26日㈯　10時「おすすめの一冊」
○天体観測
　9月27日㈰　18時30分
　　場所：フレトピアホール
○おはなし会
　10月3日㈯　10時30分
○古文書を読む会
　10月6日㈫　9時30分
○10月の本の展示
　10月1日㈭～30日㈮「スポーツの本」
○大坪健太郎さんの版画展
　10月8日㈭～21日㈬　
　　「版画、平面、立体作品など」

太閤の巨いなる遺命
100万分の1回のねこ
夫婦フーフー日記
ビオレタ
海街 diary
生還者
富士山噴火
水曜日の凱歌
悲素
血の弔旗
村上さんのところ
なりたい
スカラムーシュ・ムーン
金魚姫
砂の街路図
痴者の食卓
傘をもたない蟻たちは
阿Ｑ正伝・狂人日記
サムライブルーの料理人　3.11後の福島から
ちゃんぽん食べたかっ！
破落戸
境界線上のホライゾン　８　中・下
美女千里を走る
木皿食堂　2
本好きの下剋上　第１部　3
ゲート　外伝+特地迷宮攻略編
きれいなほうと呼ばれたい
バケモノの子
劉那　下
勁草

岩井三四二
谷川俊太郎
川崎フーフ
寺地はるな
高瀬ゆのか
下村　敦史
高嶋　哲夫
乃南　アサ
帚木　蓬生
藤田　宜永
村上　春樹
畠中　　恵
海堂　　尊
荻原　　浩
佐々木　譲
西村　賢太
加藤シゲアキ
魯 迅
西　　芳照
さだまさし
諸田　玲子
川上　　稔
林　真理子
木皿　　泉
香月　美夜
柳内たくみ
大石　　圭
細田　　守
宮城谷昌光
黒川　博行

「読書通帳」を作ってみよう！

わくわく止まらない！「科学体験教室」

夜空に輝く星を探しに！「天体観測」

　静かなブームになっている
「読書通帳」とは、読んだ本
や図書館で借りた本などを自
分自身で記録していくノート
です。
　〝ほんとぴあ〟では、９月
１日から町民の方と中央図書館利用者カードお
持ちの方限定で「読書通帳」の配布を行ってい
ます。
　直接機械で印字できませんが、〝ほんとぴあ〟
で借りた本については記載したレシートをお渡
ししますので、直接「読書通帳」に貼り付ける
だけでＯＫ！
　ご希望の方は、図書館窓口でお申し出ください。

　科学の実験をとおして、科学の不思議や楽しさを体験
しましょう！
◆と　き／9月13日㈰　13時30分
◆ところ／ほんとぴあ（中央図書館）
◆内　容／科学の実験
◆講　師／児島 洋一朗 先生
◆対象者／小学生以上（30名程度）
◆参加料／100円（材料代）
◆申込・問い合わせ先／ほんとぴあ　☎62-0273

　みんなで夜空に輝く星を探しましょう！
★と　き／9月27日㈰　18時30分　※雨天中止
★ところ／フレトピアホール
★内　容／望遠鏡で月と星を観測
★講　師／綾川町立図書館　岡田 年史 館長
★対象者／小学生以上（30名程度）
　　　　※小学生は保護者が必ず付き添ってください。
★参加料／無料
★申込・問い合わせ先／ほんとぴあ　☎62-0273
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休日当番医のご案内
　 医 療 Net さ ぬ き（http://www.
qq.pref.kagawa.jp）または各社新
聞でご確認いただけます。
※一部変更される場合があります。

今月の納税
国 民 健 康 保 険 税…第2期分
後期高齢者医療保険料…第3期分

納期限 ９月30日㈬

　9月10日

　　11日

　　14日

　　14日・10月2日・5日

　　24日

　　25日

　　29日
　　30日

10月 9 日

　9月11日・18日

　　13日

　　16日

　　19日

　　27日

◦国保特定健診・後期高齢者
　健診、肺がん・結核検診、
　大腸がん検診　　　　　　
　　豊島公民館
　　唐櫃岡集会所
◦女性の健診（要予約）
◦国保特定健診・後期高齢者
　健診、肺がん・結核検診、
　大腸がん検診
◦ことばと聴こえの相談
　（要予約）

◦乳がん検診（要予約）
◦1歳6か月児健診
　（H25年9月～12月生まれ）

◦子育て相談日
　（子ども～妊婦）
◦子ども相談（要予約）
◦すこやかルーム
　（H27年7月生まれ）
◦乳児健診
　（H26年12月生まれ）     
　（H27年5月生まれ）

◦ちぎり絵教室
　　アクティブ大鐸
◦あげ地フェスティバル
　　四海漁協前広場
◦四海公民館文化展
　　四海公民館
◦戸形地区住民運動会
　　戸形グラウンド
◦北浦地区合同運動会
　　北浦グラウンド
◦プリザーブドフラワー教室
　　戸形公民館

◦四海地区バレーボール大会
　　四海体育館
◦大部地区ソフトボール大会
　　オリビアングラウンド

◦北浦地区ソフトボール大会
　　高見山グラウンド
◦大鐸地区ソフトボール大会
　　高見山グラウンド

◆ 相 談 案 内 ◆

◆ やすらぎプラザ ◆

◆ 公　民　館 ◆◆ 主 な 行 事 ◆

　9月16日

　　19日

　　20日

　　21日

◦９月土庄町議会定例会
　　（召集予定）
◦小豆郡子どもレクリエーション大会
　　フレトピアホール
◦小豆島尾崎放哉記念館呈茶会
　　小豆島尾崎放哉記念館

◦小豆島カップバスケット　
ボール交流大会（中学生の部）

　　フレトピアホール

　9月10日・10月7日

　　14日
　　15日
　　18日

　　24日
　　25日

　　29日

10月 6 日
毎週水曜日

◦ベビーマッサージ教室
　（要予約）
◦ぴよぴよスクール
◦リズムで遊ぼう
◦大鐸なかよし広場（要予約）
　　大鐸幼児園
◦愛の園保育所園庭開放日
◦四海なかよし広場（要予約）
　　双葉保育所
◦９月生まれ誕生会
　（要予約）
◦ピョ～ンと遊ぼうタイム
◦絵本の読み聞かせ会
　（図書館職員）

◆ 子育て支援センター ◆

9 月 の 行 事 予 定 9月10日〜 10月9日

◦行政相談（大部公民館）
9月10日㈭　13：30〜16：00

◦心配ごと相談および交通事故相談
　　　　　（総合福祉会館）

9月15日㈫　13：00〜15：00
10月 6 日㈫　13：00〜15：00

◦人権相談（中央公民館）
10月 6 日㈫　10：00〜15：00

◦年金相談（中央公民館）
10月 7 日㈬　10：00〜15：00

〈小豆総合事務所保健福祉課 ☎62-1373〉
◦思春期相談　　　　※予約制

9月15日㈫　14：30〜16：10
◦こころの悩み相談　※予約制

10月 1 日㈭　14：30〜16：10

9：00

10：00

9：00

9：50
13：30

9：30

13：30

10：00

13：00

13：00

10：00
10：00

13：15

13：00
13：15

13：30

8：45

9：00

9：00

9：00

①　9：30
②13：00

18：00

8：30

8：30

15：00

10：00
10：00
10：30

10：00
10：00

10：00

10：30
10：30

10：30

糖尿病教室
と　き／①9月17日㈭ 14時～15時
　　　　②10月8日㈭ 14時～15時
ところ／土庄中央病院　4階談話室
対象者／糖尿病に関心のある方
参加料／無料
内　容／①運動療法とフットケア
　　　　　担当 : 理学療法士、看護師
　　　　②糖尿病性網膜症について
　　　　　担当 : 眼科医師

【問い合わせ先】
　土庄中央病院 薬局 ☎62-1211
　 ( 平日8時30分～17時15分 )

第４回淵崎おんばた ふるさとコンサート
Asano ＆ Kimura

 《夢のサックス デュオコンサート》
　皆さま、ぜひお越しください。
★と　き／9月25日㈮　19時20分～20時50分
★ところ／中央公民館2階（定員150名）
★演奏者／土庄高等学校：浅野 郁恵 氏
　　　　　土 庄 中 学 校：木村 一裕 氏
★入場料／無料
★問い合わせ先／淵崎村里づくり推進協議会
　　　　　　　　葛西：☎62-0157・西崎：☎62-0159
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　自殺予防週間における全国一斉
　「暮らしとこころの相談会」
▶とき／9月16日㈬ 10時～13時
▶ところ／香川県弁護士会館
　　　　　（高松市丸の内2-22）
▶相談方法／面接相談（予約制）
　　　　　　電話相談（予約不要）
　　　　　　☎087-811-0113
　　　　　　※相談日のみ開設
▶相談料／無料
▶主催／香川県弁護士会
　　　　日本弁護士連合会
▶共催／香川県精神保健福祉センター
▶申込・問い合わせ先／
　香川県弁護士会
　　☎087-822-3693

　「法の日」の無料相談
▶とき／10月3日㈯ 10時～15時
▶ところ／イマージュセンター
　（小豆島町農村環境改善センター）
▶内容／①不動産登記に伴う土
　地建物調査・測量②税金に関
　する問題③官公署の許認可・
　届出手続④不動産登記・法律
　相談（小額訴訟、破産など）・
　成年後見
▶主催／香川県土地家屋調査士会、

四国税理士会土庄支部、香川県
行政書士会、香川県司法書士会

▶後援／高松法務局、香川県

　全国一斉！法務局休日相談所
▶とき／10月4日㈰
　　　　10時30分～15時30分
▶ところ／サンポートホール高松
　　　　　 「市民ギャラリー」
▶相談内容／登記、戸籍、国籍、
　　　　　　供託、人権、公証
　　　　　　事務など
▶担当者／高松法務局職員、公
　証人、司法書士、土地家屋調
　査士、人権擁護委員
▶申込期限／10月2日㈮まで
　　　　　　9時～17時
　　（土・日曜日、祝日を除く）
　※原則予約制。申込者多数の
　　場合は、期限内であっても
　　締め切る場合があります。
▶申込・問い合わせ先／
　高松法務局民事行政調査官室
　　☎087-821-6342

　「法の日」週間記念無料法律相談
▶とき／10月6日㈫
　　　　10時～16時
▶ところ／高松家庭・簡易裁判所
　　　　　（高松市丸の内2-27）
▶相談方法／弁護士による面談
　　　　　　（30分程度）
　　　　　※予約不要（受付順）

▶問い合わせ先／香川県弁護士会
☎087-822-3693

　ひきこもり専門のファイナン
シャルプランナーによる講演会

▶とき／9月18日㈮ 14時～16時
▶ところ／香川県社会福祉総合センター
　　　　（高松市番町1-10-35）
▶演題／「ひきこもり家庭の生活設計
　- もし、わが子が働けなかったら -」
▶講師／ファイナンシャルプランナー
　　　　浜田 裕也 氏
▶参加料／無料
▶定員／80名（要申込）
▶申込・問い合わせ先／
　香川県ひきこもり地域支援センター
　　☎087-804-5115

　第10回3万4000人のキャンドル
　ナイト in 小豆島
▶とき／9月12日㈯
　17時30分（点灯開始）～20時
　※小雨決行
▶ところ／小豆島ふるさと村
　　　　　ファミリープール
▶入場料／無料
▶問い合わせ先／3万4000人のキャ
　ンドルナイト in 小豆島実行委員会（小
　豆島青年会議所会館内）
　　☎75-1504

　第25回さぬきセンチュリーラ
　イド小豆島大会
　10月4日㈰に「小豆島ふるさ
と村」を発着点として、県内外
のサイクリスト約600名が9時45
分から順次スタートし、小豆島
を時計回りに、436号、254号、
253号、26号線を走ります。1列
で交通ルールを守り、走行しま
すが、細い道や市街地では、地
元の皆さまにご迷惑をお掛けす
ることもあるかと思います。小
豆島の自然体感、観光推進のた
め、ご理解いただけますようお
願い申し上げます。また、お時
間がございましたら、沿道にて
応援いただけましたら幸いです。
▶問い合わせ先／
　香川県サイクリング協会（出本）
　　☎090-3788-3695

　第43回町民登山「剣山」
　西日本第二の高峰である「剣
山：標高1,955ｍ」は徳島県を
代表する山であり、日本百名山

に位置づけらています。
　今回の町民登山は、秋の紅葉
に合わせ、初日は剣山を北面か
ら眺めるコース、二日目は南面
を一周するコースを歩き、小豆
島からの日帰り登山では味わう
ことができない剣山の新たな魅
力を体感できます。
▶とき／10月17日㈯～18日㈰
▶定員／25名（先着順）
▶参加料／中学生以上　25,000円
　　　　　小学生　　 18,000円
　　※説明会の際に集金します。
▶申込期限／10月4日㈰まで
　※申込用紙は中央公民館にあ
　　ります。
▶説明会／10月4日㈰
　　　　　13時30分～15時
　　　　　中央公民館図書室
　※必ず出席のこと。代理可。
▶問い合わせ先／武川 秀樹

☎090-9451-6320

　坂出税関支署からのお知らせ
　終戦当時の引揚者の方々へ
　税関では、お預かりしている
次の通貨・証券などをお返しし
ています。
◎終戦後、外地から引き揚げてこ
　られた方で、上陸港の税関・開運
　局に預けられた通貨・証券など
◎外地の集結地において、領事館

などに預けられた証券などのう
ち、日本に送還されたもの

　返還の申し出は、ご本人ばかり
でなく、ご家族の方でも結構です。
お心当たりの方は、最寄りの税関へ
お問い合わせください。
▶問い合わせ先／
　坂出税関支署
　　☎0877-44-9210
　坂出税関支署高松出張所
　　☎087-851-2874

　契約・遺言は公正証書で
　10月1日～7日は「公証週間」
　公証役場では、当事者の依頼に
より遺言書を作成するほか、法律行
為に関して、確実な証拠を残し、争
いを未然に防止するために、金銭の
貸借、離婚に伴う養育費などの支払
いなど各種の契約書（公正証書）を
作成しています。証書作成手続きに
ついての相談は一切無料です。お気
軽にご相談ください。
▶問い合わせ先／高松公証役場
　（高松市亀井町2番地1 朝日生
　命高松ビル7階）
　　☎087-813-3536

イ ベ ン ト

お 知 ら せ

講 座 ・ 講 演
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町内の

町の町の 島の

小豆島

島の主要 島の

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

8月20日

1,290,000 ㎥
320,000 ㎥
194,000 ㎥

利水容量

1,234,600 ㎥
281,600 ㎥
194,000 ㎥

貯水量

95.7％
88.0％

100.0％

貯水率

殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

観測地

区　分 8月1日 前月比 前年比 7月の動き
人　口

男
女

世帯数

8月1日
人　　口

男
女

世 帯 数

出 生
死 亡
転 入
転 出

9
16
27
23

13,916
6,484
7,432
6,077

小豆郡
28,882
13,577
15,305
12,664

土庄町
13,916

6,484
7,432
6,077

小豆島町
14,966

7,093
7,873
6,587

△ 3
△ 1
△ 2

2

△238
△ 94
△144
△ 30

44 ミリ
57 ミリ
51 ミリ

8月1日～19日

△383 ミリ
△308 ミリ
△271 ミリ

前年比

出動件数　58 件
搬送人員　55 人

町内の救急・火災概況（7 月分）

出火件数　　 0 件
焼損面積　　　0 ㎡

救　　急 火　　災 発生件数
死亡者数
負傷者数

区　分

5 件
0 人
5 人

7月

25 件
1 人

27 人

1月からの累計

Information

　小豆島准看護学院生徒募集
▶入学定員／15名
▶修業期間／2年
▶受験資格／①高等学校以上卒業者
　　　　　　②中学校卒業者

※ともに卒業見込みを含む
▶試験日時／10月22日㈭ 10時
▶試験場所／小豆島准看護学院
　　　　　　（内海病院北隣）
▶試験科目／国語、数学、面接
▶受験料／10,000円
▶願書受付期間／
　10月9日㈮～16日㈮ 17時まで
▶問い合わせ先／
　小豆郡医師会立小豆島准看護学院

☎・fax 82-0498

　防衛大学校学生および防衛医
　科大学校学生募集
▶応募資格／
　●防衛大学校（一般前期）
　●防衛医科大学校医学科、看護科
　　高卒（見込）で、平成28年
　　4月1日現在、18歳以上21
　　歳未満の男女
▶受付期間／9月5日㈯～30日㈬
　※試験日など詳しい情報はお
　　問い合わせください。
　※他校との併願受験も可能です。
▶受験料／無料
▶問い合わせ先／
　自衛隊土庄分駐所（土庄町役場内）
　　☎62-7000
　防衛省・自衛隊香川地方協力本部
　　☎087-831-0231

　放送大学10月生募集
　放送大学では、平成27年度
第2期（10月入学）の学生を募
集しています。テレビ・ラジオ
の放送やインターネットを通し
た通信大学で心理学・福祉・経
済・歴史・文学・自然科学な
ど、幅広い分野を学べます。

　資料を無料配布していますの
で、希望する方は電話または
ホームページでご請求ください。
▶出願期限／9月20日㈰まで
▶問い合わせ先／
　放送大学香川学習センター
　　☎087-837-9877

　高齢者や障害者のあんしん
　相談会
▶とき／9月12日㈯
　　　　13時30分～16時30分
▶ところ／高松テルサ
　　　　　（高松市屋島西町2366-1）
▶対象者／高齢者、障害者、
　　　　　家族および関係者
▶相談料／無料
▶相談員／司法書士、社会福祉
　士、精神保健福祉士、日常生
　活自立支援事業専門員
▶相談方法／個別相談
　　※予約不要。16時受付終了
　　※個人情報は守秘されます。
▶問い合わせ先／
　（福）香川県社会福祉協議会
　　☎087-861-8883

　不動産鑑定無料相談会
▶とき／10月2日㈮ 10時～16時
▶ところ／県庁東館１階ロビー
▶内容／ ( 公社 ) 香川県不動産鑑
　定士協会所属の不動産鑑定士が、
　土地・建物などの不動産の価格や
　土地取引に関する県民からの相談
　に無料で応じます。
　※事前申し込み不要
▶主催／（公社）香川県不動産
　　　　　鑑定士協会
▶後援／国土交通省、香川県
▶問い合わせ先／
　（公社）香川県不動産鑑定士協会
　　☎087-822-8785

募　　　集

採 用 予 定 人 員

申 込 書 類

申 込 期 間

採 用 予 定 年 月 日
申込・問い合わせ先

申込書類請求開始日
第1次試験日時・場所

職 種
1　名

清掃作業員【嘱託職員】
1　名

 し尿処理施設職員【臨時職員】

別　途　通　知
9月7日㈪

9月7日㈪から9月18日㈮までの平日午前9時
から午後5時まで（郵送の場合は、期間内必着）

9月7日㈪から10月20日㈫までの平日午前9時
から午後5時まで（郵送の場合は、期間内必着）

平成27年 11月 1日 平成28年 1月4日

①昭和40年4月2日以降に生まれた方
②普通自動車運転免許（中型車（8t）限
　定に限る）以上かつ車両系建設機械
　（整地・運搬・積込、掘削用）運転技
　能者資格を有する方または採用日ま
　でに資格を取得見込みの方
③豊島在住の方

①昭和40年4月2日以降に生まれた方
②普通自動車運転免許を有する方

①申込書（所定のもの）
②資格証書の写し

①申込書（所定のもの）

町役場企画課　☎62-7014

応 募 資 格
（日本国籍を有し、地方
公務員法第16条に該当
しないこと。）

《 土庄町職員を募集します 》

相　　　談
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　8月8日・9日の2日間、歴史友好都市である土庄町と
津山市を代表して両市町スポーツ少年団が集い、ス
ポーツ活動や交流活動を通じてお互いの友情を深め合
う「土庄町・津山市スポーツ少年団交流会」が行われ
ました。
　小海海岸で行われた地引網では、「よいしょ、よい
しょ」と元気な掛け声をあげながら大きな網を引き揚
げると、イカやタイなど“島の幸”がどっさり入って
おり、子どもたちは大喜びしていました。

表 紙 の 紹 介

総　　務　　課　☎62−7000
企　　画　　課　☎62−7014　少子化対策室　
　地域医療再生対策室　 
税　　務　　課　☎62−7001
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票　☎62−7003
　衛 生・環 境　☎62−7010
　人 権 推 進 室　☎62−7015

福　　祉　　課　☎62−7002
商 工 観 光 課　☎62−7004
出　　納　　室　☎62−7005
　債 権 管 理 室　☎62−7016
建　　設　　課　☎62−7006
農 林 水 産 課　☎62−7007
水　　道　　課　☎62−7009
議 会 事 務 局　☎62−7011

健 康 増 進 課　☎62−1234
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局
　教 育 総 務 課　☎62−7012
　生 涯 学 習 課　☎62−7013
中 央 公 民 館　☎62−0238
大 鐸 公 民 館　☎62−0704
北 浦 公 民 館　☎65−2050
四 海 公 民 館　☎64−5050

豊 島 公 民 館　☎68−2050
大 部 公 民 館　☎67−2050
戸 形 公 民 館　☎62−0108
渕 崎 公 民 館　☎62−5990
土 庄 中 央 病 院　☎62−1211
中 央 図 書 館　☎62−0273
子育て支援センター　☎62−5990
総 合 福 祉 会 館　☎62−2700
フレトピアホール　☎62−7077

くらしのダイヤル ご用の際は直通ダイヤルへ

「
難
し
い
」
は
「
新
し
い
」

　
涼
風
一
過
、
野
山
も
に
わ
か

に
秋
色
を
帯
び
、
澄
ん
だ
青
空

が
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴

虫
が
奏
で
る
美
し
い
音
色
に
、

ひ
と
時
の
清
涼
感
と
心
地
よ
さ

を
感
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
各

所
で
開
催
さ
れ
る
中
、
世
田
谷

区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

第
三
十
八
回
目
を
迎
え
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
土
庄
町
か
ら
も
毎

年
の
よ
う
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
が
、
改
め
て
、
移
住
地
と
し

て
人
気
の
高
い
「
小
豆
島
」
の

認
知
度
の
高
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
今
後
も
都
会
に
住
む
方
々

へ
、
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
友
好
都
市
縁
組

30
周
年
を
迎
え
る
津
山
市
と
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
天

領
で
あ
っ
た
土
庄
町
が
津
山
藩

の
統
治
と
な
っ
た
こ
と
が
「
え

に
し
」
の
始
ま
り
と
な
り
、
交

易
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、

教
育
や
文
化
の
交
流
も
活
発
と

な
り
、「
海
の
村
」
と
「
山
の
国
」

が
友
好
の
深
い
絆
で
結
ば
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
で

は
元
気
な
「
海
の
子
」
た
ち
と

「
山
の
子
」
た
ち
が
歴
史
を
繋
ぎ
、

友
好
を
深
め
て
い
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
と
同
時
に
、
今
後

も
長
く
こ
の
友
好
と
親
善
が
続

く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、
南
砺
市
井
波
地
域
と

の
交
流
事
業
も
行
わ
れ
、
町
政

合
併
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
小
豆
島
ま
つ
り
に

も
、「
踊
り
子
」
と
し
て
井
波
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
大
き

な
声
援
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ

で
も
地
域
や
世
代
を
越
え
た
交

流
が
見
ら
れ
、
皆
の
想
い
を
ひ

と
つ
に
す
る
か
の
よ
う
に
、
千

発
の
壮
大
な
花
火
が
、
夏
の
終

わ
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、「
地
方
創
生
」
の
名
の

も
と
、
全
国
の
自
治
体
が
知
恵

を
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。
我
が

町
で
も
第
一
回
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

し
い
も
の
を
創
り
出
す
た
め
に

は
、
相
当
な
パ
ワ
ー
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
委

員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
難
し
い
こ
と
か

ら
逃
げ
出
す
の
で
は
な
く
、「
難

し
い
」
こ
と
は
「
新
し
い
」
こ

と
だ
と
考
え
、「
雨
だ
れ
石
を
穿

つ
」
の
心
持
ち
で
困
難
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

人
の
動
き

7
月
21
日
〜
8
月
20
日
受
付（敬

称
略
）

◎
掲
載
を
辞
退
さ
れ
る
方
は

　
　
　

届
出
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

★
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

♥
ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
し
あ
わ
せ
に

●
お
く
や
み

ご
め
い
ふ
く
をお祈
り
し
ま
す

笠
　
井
　
陽ひ

南な

子こ

松

本

旺お
う

佑す
け

太
　
田
　
な
つ
め

清

水

粋す

一い

菊
　
井
　
隆

り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

近

藤

裕ゆ
う

聖せ
い

山
下
照
夫

松
下
富
美
子

濵
中
俊
雄

嶋
村
正
己

山
本
ヤ
ス
子

久
保
義
則

佐

伯
　
　

舜

笠
井
忠
德 

長
田
豊
満

松
本
里
帆

濱
田
仙
逸

川
本
弘
貴

六
車
重
野

川
下
チ
エ
コ

小
西
利
明

��������⒇�����

亀

井

貴

生
・

中

塚

大

介
・

中

筋

健

太
・

佐

伯

康

次
・

穴

山

豊

和
・

智

子

紗

喜

梨

乃

ゆ
か
り

眞

美

基

司

慎

也
翔

嘉

一

知

紀
龍

惠

子

龍

雄

美
智
子

禎

二
優

幸

則

正

博

由
起
子

穣
茂

寿

彰

久

正

貴

正

治

岡
崎
洋
典

秀

志

本
町
二
丁
目

大
木
戸

肥
土
山

小

海

小

海

小

海

出
生
児

届
出
人

地
区

氏
　
　
名

年
齢

届
出
人

地
区

氏
　
名
　
　
夫

妻

地
区

土

山

西
本
町

吉
ヶ
浦

赤
穂
屋

馬

越

肥
土
山

肥
土
山 

屋
形
崎

馬

越

伊
喜
末

小

江

長

浜

唐
櫃
岡

琴

塚

上

野

鹿

島

廻
り
池 

淵
崎
東

赤
穂
屋

小

江

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！


